
　みやざきブランド産地の動きや品目ごとの取り組みを広く
紹介するみやざきブランド『かわら版』。
　今回は、ひなたＧＡＰに関する取組や、ブランド・バリュー
チェーンパートナーの取組、各種プロモーションについて
紹介します。

4 1

みやざきブランド推進本部（宮崎県・JA宮崎経済連）
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ユニー(株)のアピタ名古屋空港店で
みやざき犬が宮崎県産品をPR！

シンポジウムの様子

　関西地域・東海地域を中心に展開しているユニー(株)は、
宮崎県産農産物を販売するバリューチェーンパートナー
です。11月には、みやざき犬「むぅちゃん」がアピタ名古屋空
港店に登場し、消費者の皆様に直接農産物をPRしました。
　フェアの試食宣伝では、ピーマンの塩昆布和えを提案し、
「宮崎のピーマンの良さが出ている」、「宮崎ならではのレシ
ピ」、「あっさりしておいしい」と好評でした。
　全国的に復活しつつある試食宣伝販売は、宮崎県産の
農産物の良さをPRする重要な手段となっています。

生産量日本一のきゅうりを食べて合格一直線！
きゅうりで受験生を応援！

ホテルメトロポリタン川崎にてみやざきブランド農産物をPR！

　神奈川県にあるホテルメトロポリタン川崎では、宮崎県
と川崎市の行政連携にちなんだコラボレーション企画と
して、1月17日から3月31日まで、宮崎食材を使ったレスト
ランフェアが開催されました。
　第4回目の開催となる今回は、世界農業遺産 高千穂郷・
椎葉山地域をテーマに、きんかんや日向夏、宮崎牛などを
使ったメニューが提供されました。
　また、宮崎県が生産量日本一を誇るスイートピー、JA高
千穂地区の「あまてらすラナンキュラス」も展示されました。

◀◀◀令和5年度トピックス▶▶▶

1 将来の産地を担う「人づくり」

　国・県のＧＡＰ推進に関する説明や県内の事例発表、有識者による講演
（県庁会場とＷＥＢで開催）に81名（生産者、農業教育機関、ＪＡ、市町村、県）
の参加がありました。
　参加者からは「ＧＡＰに対する認識が変わった」「これからは農業者にメ
リットを説明できる気がする」といった感想がありました。

◆２月２日に
　宮崎県GAPシンポジウムを開催！

　農業者の多くは、例えば、“正しい野菜の運び方”を習ったことがなく、自身
の“当たり前”に潜むリスクに気づいていない。このような“リスクに気づくた
めの取組”がＧＡＰ。
　農水省はＧＡＰを“農業版ＳＤＧｓ”として推進する考えでいる。補助事業
の要件として取り組みが始まっている“みどりのチェックシート”は、GAPの
取組の一部からつくられている。 

【講演のポイント】

リスクに気づくためのＧＡＰ

①被覆なし＝異物混入のリスク

②ガソリン付着のリスク

講演はひなたMAFiNのＨＰで公開していますので、ぜひご覧ください。

農水省はみどり戦略とＧＡＰを同じページに掲載 ＧＡＰ認証農産物に関心を有する企業も増加

検索ひなたマフィン

ユニー(株）アピタ名古屋空港店での試食宣伝販売

　１１月27日に、JAグループ宮崎きゅうり部会が、「日本一
のきゅうりを食べて合格一直線」の文言入り合格祈願シー
ルときゅうりを、学問の神様である菅原道真公を祀る宮崎
天満宮にて祈祷しました。
　受験勉強に励む学生等に真っ直ぐな宮崎産きゅうりの
ように合格に向け一直線に進んでほしい思いを込めてい
ます。
　祈祷したシールは、宮崎県産きゅうり2～3本入り袋に貼
付し、県内外の量販店にて販売されました。 合格祈願シール付きゅうりの売場

ホテル前の通りからも目を引く展示
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◆宮崎ひなたフルーツフェア2024開催！

2 ファンづくり

◆MIYAZAKI Delicious Market 2023開催！

3 商品づくり・取引づくり・ファンづくり
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　1月26日から3月10日にかけて、『宮崎ひなたフルーツフェア2024』を開催しました。
今年は県内外の全114店舗が参加し、完熟きんかん「たまたま」と日向夏を用いた
メニューが提供されました。
　1月26日にメディア試食会を開催し、生産者や飲食店の方々からメディアに向けて
‘ひなたフルーツ’の魅力を発信いただき、たくさんのメディアで取り上げていただき
ました。

◆冬巡業大相撲宮崎場所でみやざきブランド農畜産物をPR！
　令和5年12月5日に令和5年度冬巡業大相撲宮崎場所が宮崎市で開催されました。県内での開催は５年ぶりで、120名
の力士が参加しました。会場には約2,800人が来場し、満員御礼の賑わいを見せました。
　イベントでは、宮崎牛、宮崎ブランドポーク、宮崎県産青果物の詰め合わせを贈呈しました。

　11月17日から19日までの3日間、イオンモール宮崎店にて、「MIYAZAKI Delicious Market2023」を開催しました。
JA宮崎経済連グループのブースでは、青果物や県産食材を使った加工品が販売され、たくさんの購入者で賑わいました。
また、今回はキッチンカーも8台出店し、イベントを盛り上げました。
　11月18日に開催されたセレモニーでは、河野知事、イオン九州(株) 柴田社長、イオンモール(株) 礒部執行役員西日本
支社長、宮崎県商工会議所連合会 米良会頭、宮崎県漁業協同組合連合会 是澤代表理事会長、JA宮崎経済連 坂下代表
理事会長が出席し、「イベントを通じて地元食材へもっと関心を持ってほしい」とアピールしました。

◆完熟きんかん「たまたま」解禁！
　たまごポケモン「タマタマ」とたまたま!?コラボ!!
　令和6年1月15日に令和5年産みやざき完熟きんかん「たまたま」が販売解禁となりました。
　今年は「宮崎だいすきポケモン」ナッシーの進化前の姿であるたまごポケモン「タマタマ」とのコラボパックが
発売されました。
　様々なイベントやメディアで、ナッシーが完熟きんかん「たまたま」をPRしました。

メディア向け試食会の様子 左から竹井副社長、河野利泰部会長、
ひぃくん、河野秀範部会長

試食会で提供されたオリジナルメニュー

完熟金柑たまたまと豚の角煮 ミニパフェ宮崎産フルーツのせとクレープ たまたまと日向夏と春菊のサラダ

左から坂下会長、河野知事、是澤会長、米良会頭、礒部執行役員、柴田社長 青果物の販売

キッチンカーでの販売 パック牛乳の無料配布 キハダマグロのふるまい

1月15日たまたま初競りに登場！ 日隈副知事へのたまたま贈呈にも登場
左から大関 霧島関、JA宮崎経済連 坂下代表理事会長、大関 貴景勝関、
JA宮崎経済連 平島代表理事副会長、同 木村常務理事、琴恵光関

琴恵光関（宮崎県出身力士）への贈呈


